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ハイブリッド車用パワーコントロールユニットの新技術 
 

 

炭化ケイ素（ＳｉＣ）は、ハイブリッド車用パワーコントロールユニット（ＰＣＵ）のパワー素子※

を構成する有望な材料です。ＳｉＣ製パワー素子を活用することにより、現在のシリコン（Ｓｉ）製

パワー素子と比較し、さらに高い電圧と温度に耐え、電力損失が少なくなるため、ＰＣＵを更

に小さく、高出力化できると期待されます。 

 

ＳｉＣパワー素子の実用化において、最も大きな課題は、車載用のパワー素子に求められ

る高結晶性ＳｉＣウエハを作り出すことです。 デンソーは、より高品質のＳｉＣウエハを生産す

るための努力を続け、結晶欠陥密度が世界最少である１㎝２中数百個という高品質ＳｉＣウエ

ハの生産に成功しました。 

 

シリコン製パワー素子を使ったＰＣＵについては、デンソーは、２００７年５月にトヨタ自動車

株式会社が発売したレクサスＬＳ６００ｈおよびＬＳ６００ｈＬ向けに、高出力ＰＣＵを開発しまし

た。 

 

ＰＣＵは、ハイブリッド車の主電池の電圧（２８８Ｖ）をシステム最大電圧（６５０Ｖ）まで昇圧す

る昇圧コンバータと、直流電圧を交流電圧に変換し、ハイブリッド車の動力源となるモータを

駆動する２つのインバータから構成されています。 

ＰＣＵの高出力化のためには、ＰＣＵを構成する複数の半導体パワー素子をそれぞれ大電

力化する必要がありますが、大電力化に伴う温度上昇の抑制が課題でした。デンソーは独自

の冷却構造を開発することにより、パワー素子の冷却性能を大幅に向上させ、パワー素子の

大電力化を可能にしました。 

その結果、新製品は当社の従来技術と比較して、ＰＣＵの単位体積当りの出力を約６０%向

上させ、ハイブリッドシステムの性能を向上させました。同じ出力の場合には、当社の従来技

術に比べ、体積を約３０%、重量を約２０%低減することができます。 

 

 デンソーは、今後も自動車部品の総合メーカとして、幅広い技術を活用した革新的な技術を

開発し、性能を向上させながら、よりコンパクトで低コストなハイブリッド車用の製品づくりをし

ていきます。 

 

※トランジスタとダイオードからなる電流をオン・オフするスイッチング素子。 

 

以上 

◆本件に関するお問い合わせ先◆ 

株式会社デンソー 

広報部  三浦、黒田、横山 

Tel：0566-25-5588、7889          Fax：0566-25-4509 
E-mail：tomohiro_miura@denso.co.jp / kanya_kuroda@denso.co.jp / 

E-mail：sadayoshi_yokoyama@denso.co.jp 
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ディーゼル技術の開発 
 

 

ディーゼルエンジンは、その原理からガソリンエンジンに比べて燃費が良く、高い出力を得

られ、CO2 排出量も約２０％少ないという特性があります。特にヨーロッパでは、高く評価され

ており、ディーゼル車の割合が約５０％で、この１０年間で２倍になりました。デンソーは、燃料

噴射や後処理をはじめとした、ディーゼルエンジンマネジメントシステムやコンポーネントの開

発を通じて、クリーンディーゼル車の市場拡大に貢献しています。 

 

燃料噴射装置について 

デンソーは、１９９５年に、画期的なディーゼルエンジン用の燃料噴射システムであるコモン

レールシステムを世界で初めて商品化しました。２００２年には、当時世界最高の燃料噴射圧

で、１回の燃焼サイクルに最大５回の高精度複数回噴射ができる、１８０MPa（１８００気圧）コ

モンレールシステムの生産を日本で開始しました。現在、このシステムは、ハンガリーとタイで

も生産されています。また、２００９年に、中国でも生産を開始する予定です。 

 

デンソーは、燃料噴射圧力が２００MPa（２０００気圧）で、１回の燃焼サイクルに最大９回の

高精度複数回噴射ができる、コモンレールシステムを開発しました。この新システムは、エン

ジン出力と運転性能を向上させるとともに、排出ガス中の有害成分である窒素酸化物（NOx）

や粒子状物質（ＰＭ）の発生を抑制できます。デンソーは、この２００MPa（２０００気圧）コモン

レールシステムを２００８年に商品化する予定です。 

 

後処理装置について 

デンソーは、２００３年から、高効率でコストパフォーマンスに優れたディーゼル排出ガス浄

化フィルタである、コージェライト製のＤＰＦ（ディーゼル・パティキュレート・フィルタ）を供給して

います。コージェライト製ＤＰＦは、他の材料のＤＰＦと比較し、軽量で、排出ガスの通気抵抗が

低いため、優れたエンジン性能を実現しながら、排出ガス中のＰＭを効率的に浄化できます。 

 

２００７年６月、デンソーは、ドイツのロバート・ボッシュ社と合弁で、ポーランド共和国のヴロ

ツワフ市に、コージェライト製ＤＰＦを開発、生産する新会社を設立しました。欧州の次期排出

ガス規制「ユーロ５」の施行により、新しく販売されるディーゼル車すべてにＤＰＦが標準装備

されるため、ＤＰＦの市場が急拡大すると予測しています。 

 

以上 

 

◆本件に関するお問い合わせ先◆ 

株式会社デンソー 

広報部  三浦、黒田、横山 

Tel：0566-25-5588、7889          Fax：0566-25-4509 
E-mail：tomohiro_miura@denso.co.jp / kanya_kuroda@denso.co.jp / 

E-mail：sadayoshi_yokoyama@denso.co.jp 
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電動可変バルブタイミングシステム 
 

 

環境分野において、車両には、優れた走行性能の実現と共に、燃費低減、排出ガス中の

有害物質低減が求められています。デンソーは、この要求に対応して、トヨタ自動車株式会社

と共同で、世界で初めてのモータ駆動による電動可変バルブタイミングシステムを開発しまし

た。このシステムは、２００６年９月にトヨタ自動車が発売したレクサスＬＳ４６０に搭載されてい

ます。 

 

可変バルブタイミングシステムは、運転の状況に応じて、エンジン燃焼室の吸気、排気バ

ルブの開閉タイミングを制御します。デンソーの電動可変バルブタイミングシステムは、吸気

カムシャフト先端に搭載される位相変換部とモータ、モータを駆動するＥＤＵ（ドライブユニット）

で構成されています（図１）。エンジンＥＣＵからの信号に基づき、ＥＤＵがモータを駆動し、位

相変換部により、吸気バルブの開閉タイミングを直接制御します。 

 

これまで油圧を介して制御していた吸気バルブの開閉タイミングを、モータにより直接制御

するため、従来に比べ、広範囲できめ細かな吸気バルブの開閉制御が可能です。これにより、

高出力化と低燃費化を実現します。また、従来制御が難しかったエンジンが低温や低回転の

場合における、バルブタイミングの最適制御を可能にし、排出ガス中の炭化水素を低減する

とともに、運転性を向上させました。 

 

デンソーは、１９９７年に、油圧式の可変バルブタイミングシステムを供給し、市場でシステ

ムの進化に貢献してきました。現在、ガソリン車の多くには、このシステムが搭載されていま

す。デンソーは今後も、更に効率的で小型・低コストな可変バルブタイミングシステムを開発し

ていきます。 

 

           以上 
 

             ブラシレスモータ         位相変換部 
 

 

         ＥＤＵ 

     カム角センサ 
 

 

 

 

 

 

エンジンＥＣＵ 

                クランク角センサ 
 

    

図１：電動可変バルブタイミングシステムの構成 
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◆本件に関するお問い合わせ先◆ 

株式会社デンソー 

広報部  三浦、黒田、横山 

Tel：0566-25-5588、7889          Fax：0566-25-4509 
E-mail：tomohiro_miura@denso.co.jp / kanya_kuroda@denso.co.jp / 

E-mail：sadayoshi_yokoyama@denso.co.jp 
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マトリクスＩＲセンサ搭載エアコンシステム 
 

 

快適分野において、特に高級車分野ではユーザのニーズにきめ細かに応える高付加価値

製品が求められています。デンソーは、この要求に対応して、表面温度の分布を検出するこ

とができる世界初の赤外線センサ（マトリクスＩＲセンサ）を搭載した新エアコンシステムを開発

しました。このシステムは、２００６年９月にトヨタ自動車が発売したレクサスＬＳ４６０の一部の

タイプに搭載されています。 

 

新開発したマトリクスＩＲセンサは、天井パネル中央に搭載され、後席の各乗員の体表面温

度を非接触で検出し、それを電気信号に変換して、エアコンＥＣＵに送信します。 

エアコンＥＣＵは、各乗員の状態に合わせた適切な空調設定条件を計算し、温度、風量、吹

出口モードを自動的に調整します。 

 

マトリクスＩＲセンサには、車室内で放射された赤外線を検出し、各乗員の体表面温度を測

定する複数の検出部があるため、車室内の温度に応じて制御される従来のシステムと比べ

て、さらに各乗員の温度感覚に合った空調を提供することができます。 

 

例えば、暑い場所から後席に乗車した時に、マトリクスＩＲセンサにより、すでに乗車してい

る他の乗員の空調環境を維持したまま、より冷たい空気を乗車したばかりの人に提供するこ

とが可能になります。 

 

デンソーは、環境、安全、快適、利便の各分野での技術・製品開発に注力しています。マト

リクスＩＲセンサは、乗員にさらなる快適性を提供するために開発された製品の一例です。デ

ンソーは今後も、お客様のニーズに合わせ、先進的なクルマ社会の実現に貢献するため、こ

の４つの分野に注力していきます。 

 

 

 

以上 

 

◆本件に関するお問い合わせ先◆ 

株式会社デンソー 

広報部  三浦、黒田、横山 

Tel：0566-25-5588、7889          Fax：0566-25-4509 
E-mail：tomohiro_miura@denso.co.jp / kanya_kuroda@denso.co.jp / 

E-mail：sadayoshi_yokoyama@denso.co.jp 
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ＡＦＳ（ヘッドランプコントロールシステム）の開発 
 
 
ＡＦＳ（ヘッドランプコントロールシステム）は、ステアリング舵角と車速に応じて、ロービーム

ヘッドランプの向きを水平方向にコントロールし、夜間コーナリング時の視認性を向上させる

ことにより、安全運転に貢献します。 

 

デンソーは、カーブでの視認性をさらに向上させる新しいＡＦＳを現在開発中です。開発中

のＡＦＳは、カーナビゲーションシステムからの道路情報を使用し、進行方向にあるカーブを

予測します。その予測に基づき、車両がカーブに入る前に進行方向を照らすため、ヘッドラン

プの向きをコントロールします。これにより、従来のＡＦＳよりさらに早く、ドライバの視認性を

高めます（図１）。デンソーは、新しい技術を実用化するために、ナビゲーションシステムから

の位置情報の精度を向上させる技術開発に取り組んでいます。 

 

デンソーは、２００３年に、トヨタ自動車株式会社および株式会社小糸製作所と共同で、世

界で初めてＡＦＳを開発し、ＡＦＳ ＥＣＵなどのキーコンポーネントを供給しました。ＡＦＳ ＥＣＵ

は、車両がコーナーを曲がる時、ステアリング舵角と車速からランプの制御角度を算出し、車

両が曲がる方向にロービームヘッドランプの向きを合わせ、広い範囲を見やすく照らします。 

さらに、２００６年１月には、従来と比べ、体積で約７０％も小型化したＡＦＳ ＥＣＵを開発し

ました。また、新しいＥＣＵは、道路状態と車速に応じて、よりきめ細かく配光をコントロールす

ることができ、その結果、視認性が向上しました。 

 

デンソーは、衝突を警告・回避する予防安全と、衝突時の被害を最小限に抑える衝突安全

の２つの分野で、自動車用安全システムを開発し、供給しています。より安全なクルマ社会を

目指して、デンソーは、今後も安全システムを進化させていきます。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１：カーナビの道路情報を使用したＡＦＳの効果 

カーナビの道路情報なし カーナビの道路情報あり 

カーブ入口 

  
カーブ中 
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◆本件に関するお問い合わせ先◆ 

株式会社デンソー 

広報部  三浦、黒田、横山 

Tel：0566-25-5588、7889          Fax：0566-25-4509 
E-mail：tomohiro_miura@denso.co.jp / kanya_kuroda@denso.co.jp / 

E-mail：sadayoshi_yokoyama@denso.co.jp 
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ＭＥＭＳ（微小電気機械システム）技術 
半導体加速度センサと将来の製品への適用 

 
 
ＭＥＭＳ技術について 

ＭＥＭＳ（Micro Electro Mechanical Systems：微小電気機械システム）とは、半導体プロセ

ス技術によって半導体ウエハに作られたミクロ構造体です。一般的にシリコン基板上に、電気

機械構造を３次元的に作り込む技術やその技術を活用して製造した部品を総称したもので、

μm（１００万分の１m）単位の高度な微細加工技術が求められます。 

 

近年、ＭＥＭＳ技術は、センサやインクジェット式プリンタヘッドなどの様々な製品用デバイ

スに採用されてきました。デンソーは、これまで実現不可能であったより深く、細長い溝のある

ＭＥＭＳ技術を開発し、この技術を自動車用加速度センサやマイクロレーザスキャナなどの将

来の製品に適用しています。 

 

半導体加速度センサへの適用について 

自動車安全技術の進化に伴い、さらに小型で低コストな半導体加速度センサの需要が増

加しています。デンソーは、高度なＭＥＭＳ技術を用い、エアバッグシステム、ＶＳＣ（車両安定

制御システム）、ＡＢＳ（アンチロックブレーキシステム）のような安全システムに世界最小の半

導体加速度センサを供給しています。 

 

半導体加速度センサは、電気容量の変化から加速度を検知する固定・可動電極を持つセ

ンサ素子と、電気容量の変化を電気信号に変換する制御回路より構成されます。 

デンソーの最新の半導体製造技術により、通常、ウェットエッチングとドライエッチング工程

の両方が必要なところを、ドライエッチング工程だけで、可動電極を絶縁体上シリコン（ＳＯＩ）

の基板に形成することができます。（図１・２）この技術によって、製造工程が簡素化され、生

産性が向上した結果、加速度センサの低コスト化を実現することができました。この加速度セ

ンサは、１５μm という世界最薄の固定・可動電極により、広い検出範囲と高い信頼性を実現

します。 

 

将来の製品への適用について 

デンソーは、１９７０年代初めから、多くの革新的な製品を開発しながら、半導体技術を継

続的に改善してきました。現在、加速度センサの開発で培った技術とノウハウを、超小型光学

素子の開発に適用し、マイクロレーザスキャナのような新製品に応用する努力を続けていま

す。 

 

マイクロレーザスキャナは、マイクロプリズムとレーザダイオードで構成されています。 

デンソーは、現在、ＭＥＭＳ技術を用いて一列に並べられたマイクロプリズムを作ることにより、

従来の機械式レーザスキャナよりも約１／１００の大きさのマイクロレーザスキャナを開発中

です。デンソーは、このマイクロレーザスキャナを自動車用システムに活用していきます。 

 

以上 
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◆本件に関するお問い合わせ先◆ 

株式会社デンソー 

広報部  三浦、黒田、横山 
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図１：半導体加速度センサの構造 
 

可動電極 
固定電極 

ＳＯＩ基盤 

可動電極 

固定電極 

図２：半導体加速度センサ（電子顕微鏡で 2000 倍に拡大） 



PRODUCTS 
 

  

東京モーターショー2007 
 

 

出展製品一覧 
 

【環境分野】 

ディーゼルエンジンマネジメントシステム 

・ サプライポンプ 

・ コモンレール 

・ ピエゾインジェクタ 
・ クランク角センサ 
・ 吸気圧センサ 
・ エアフロメータ 
・ 電子スロットルボデー 
・ ＥＧＲバルブ 
・ インタークーラ 
・ グロープラグ 
・ 空燃比（Ａ／Ｆ）センサ 
・ 排気温センサ 
・ 排ガス圧センサ 
・ 燃料添加インジェクタ 
・ ディーゼルパティキュレートフィルタ（ＤＰＦ）基材 
・ エンジンコントロールユニット（ＥＣＵ） 
・ インジェクタドライバユニット 

 
ガソリンエンジンマネジメント用製品 

・ 高圧インジェクタ 

・ 高圧ポンプ 

・ 高圧フューエルセンサ 

・ フューエルポンプモジュール 

・ スティックコイル 

・ イリジウムプラグ 

・ クランク角センサ 

・ 電子スロットルボデー 

・ エアフロメータ 

・ 吸気可変カムタイミング 

・ 排気可変カムタイミング 

・ 吸気圧センサ 

・ 空燃比（Ａ／Ｆ）センサ 

・ Ｏ２センサ 

・ モノリス担体 

・ インジェクタドライバユニット 
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【環境分野】 

電動可変バルブタイミングシステム 

 

ハイブリッド車用製品 

・ パワーコントロールユニット 

・ ＤＣ－ＤＣコンバータ 

・ 電池監視ユニット 

・ 高電圧リレー 

・ バッテリ電流センサ 

・ ハイブリッド車用ＥＣＵ 

 

【安全分野】 

センシングシステム 

・ ミリ波レーダセンサ 

・ 画像センサ 

・ 走行支援ＥＣＵ 

 

【快適分野】 

カーエアコン 

・ エアコンユニット 

・ マトリクスＩＲセンサ 

・ 外部可変容量コンプレッサ 

・ コンデンサ 

 

【将来技術】 

ＭＥＭＳ 

・ エアバッグ用加速度センサ 

・ マイクロプリズム 

 

 

以上 

 

◆本件に関するお問い合わせ先◆ 

株式会社デンソー 

広報部  三浦、黒田、横山 

Tel：0566-25-5588、7889          Fax：0566-25-4509 
E-mail：tomohiro_miura@denso.co.jp / kanya_kuroda@denso.co.jp / 

E-mail：sadayoshi_yokoyama@denso.co.jp 

 

 



BIO 
 

  

東京モーターショー2007 
 

 

社 長 略 歴 
 

株式会社デンソー 
             ふかや    こういち 
取締役社長   深谷 紘一 

 
 
生 年 月 日 昭和１８年１２月３日  

   

   

学       歴        昭和４１年  ３月 東京工業大学卒業 

   

主 な 略 歴 昭和４１年  ４月 日本電装株式会社入社 

   

 平成  ２年１２月 日本電装(株)生産技術部長 

   

 平成  ６年１２月 ニッポンデンソー・マニュファクチュア

リング･USA取締役副社長 

  〔現 デンソー･マニュファクチュアリン

グ･ミシガン〕 

   

 平成  ７年  ３月 日本電装(株)取締役就任 

   

 平成  ７年  ４月 ニッポンデンソー・マニュファクチュア

リング･USA取締役社長 
                     （平成  ８年１０月 １日 株式会社デンソーに社名変更） 

   

 平成１０年  ６月 (株)デンソー常務取締役就任 

   

 平成１４年  ６月 (株)デンソー専務取締役就任 

   

 平成１５年  ６月 (株)デンソー取締役社長就任 

  現在に至る 

以 上 
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